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三鷹市長メールマガジン
市長のメッセージ、活動記録、部課長コラ
ム、新着情報などをお届けし
ます。登録は、三鷹市ホーム
ページまたは携帯サイトから
どうぞ。

Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
は
、
１
９
３
０
年
6
月
25
日
に
開

業
し
ま
し
た
。
当
時
の
三
鷹
村
の
人
口
は
約
７
千

８
百
人
、
乗
降
客
も
約
30
人
程
度
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
そ
の
後
人
口
増
が
進
み
、
10
年
後
に

三
鷹
町
に
な
り
、
１
９
５
０
年
に
は
三
鷹
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

今
年
の
6
月
26
日
午
前
、
三
鷹
駅
開
業
80
周
年

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
、
三
鷹
市
は
市
制
施

行
60
周
年
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
ご
依
頼
で
、
私
は
思
い
が
け
ず
女
性
の
市
長

と
し
て
初
め
て
の「
一
日
駅
長
」を
拝
命
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
鷹
駅
の
山
田
駅
長
と
共
に
、
記
念
列

車
の
出
発
の
合
図
を
し
ま
し
た（
写
真
）。
そ
の
瞬

間
か
ら
、
三
鷹
駅
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
は
、
今
年
没

後
10
年
を
迎
え
る
中
田
喜
直
さ
ん
作
曲
の「
め
だ
か

の
学
校
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

中
田
さ
ん
は
、
戦
後
三
鷹
市
に
住
ま
い
、「
夏
の

思
い
出
」「
小
さ
い
秋
見
つ
け
た
」「
雪
の
降
る
街
を
」

な
ど
、
今
で
も
愛
唱
さ
れ
て
い
る
多
く
の
名
曲
を

う
み
だ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る「
め
だ
か

の
学
校
」の
メ
ロ
デ
ィ
が
、
6
番
線
ま
で
あ
る
三
鷹

駅
の
ホ
ー
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
編
曲
で
流
れ

ま
す
。

さ
て
、
三
鷹
市
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
認
定
を

受
け
て
、
今
年
の
3
月
3
日
に「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
都
市
」と
し
て
宣
言
を
し
、
市
民
の
皆
様
の

「
仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
」の
確
保
に
貢
献
す
る

事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
日
に
約
9
万
人
の
乗
降
客
が
い
る
三
鷹
駅
は
、

三
鷹
市
民
に
と
っ
て
は
通
勤
・
通
学
や
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
駅
で
す
。
新
し
く

登
場
し
た
三
鷹
駅
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ「
め
だ
か
の
学

校
」が
、
仕
事
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
と
の
時

間
、
個
人
の
時
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
応
援
す

る
よ
う
に
、「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」「
お
帰
り
な
さ

い
」と
、
皆
様
を
励
ま
し
た
り
、
癒
し
た
り
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

三
鷹
市
長

「
め
だ
か
の
学
校
」の

発
車
メ
ロ
デ
ィ
が
流
れ
る
三
鷹
駅

市長コラム

一票で　変わる社会と　君自身

参議院議員選挙の投票日です
7月11日㈰は 　私たちが自らの手で代表を

選ぶ大切な選挙です。
　貴重な一票を無駄にしない
よう、必ず投票しましょう。

投票時間　午前7時～午後8時

投票の方法など、くわしくは
2面をご覧ください

三
鷹
市
名
誉
市
民
に

古こ

在ざ

い

由よ

し

ひ

で秀
さ
ん  

初
代
国
立
天
文
台
長

宮み

や 

﨑ざ

き 

駿は
や
お

さ
ん

　

市
で
は
、
国
際
的
な
天
文
学
者
で
あ
り
、
国
立
天
文
台
の
初
代
台
長
を
務
め
た
古こ

ざ
い在
由よ

し
ひ
で秀
さ
ん
と
、
世
界
的
に
活
躍
す
る

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
監
督
で
、
三
鷹
市
立
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
美
術
館（
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
）の
館
主
で
あ
る
宮み

や
ざ
き
は
や
お

﨑
駿

さ
ん
の
お
二
人
を
、
三
鷹
市
名
誉
市
民
に
推
挙
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
三
鷹
市
名
誉
市
民
条
例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
同
意
を
求
め
る
議
案
を
、
6
月
22
日
の
市
議
会
本
会
議
に
提
出
し
、
同
日
、
満
場
一
致
で
同
意
を
得
て
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

名
誉
市
民
の
誕
生
は
、
故
・
武
者
小
路
実
篤
氏（
昭
和
27
年
）、
故
・
山
本
有
三
氏（
昭
和
33
年
）、
故
・
鈴
木
平
三
郎
氏

（
昭
和
55
年
）、
福
王
寺
法
林
氏（
平
成
17
年
）に
続
き
、
５
人
目
、
６
人
目
と
な
り
、
古
在
さ
ん
、
宮
﨑
さ
ん
の
お
二
人
に
は
、

今
年
11
月
3
日
㈷
に
開
催
さ
れ
る
三
鷹
市
市
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
で
、
名
誉
市
民
証
・
市
民
章
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

秘
書
広
報
課
秘
書
係
☎
内
線
２
０
１
１

　

こ
の
た
び
、
市
制
施
行
60
周

年
を
記
念
し
て
、
名
誉
市
民
と

し
て
古
在
由
秀
さ
ん
と
宮
﨑
駿

さ
ん
を
推
挙
し
、
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
宇
宙
に
向
け
て
広
が

る
大
切
な
研
究
施
設
で
あ
る
国

立
天
文
台
を
拠
点
に
、
国
際
的

に
活
躍
さ
れ
た
古
在
さ
ん
。
独

創
的
な
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画

作
品
と
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術

館
を
通
し
て
、
常
に
新
し
い
文

化
の
あ
り
方
を
発
信
し
続
け
る

宮
﨑
さ
ん
。
三
鷹
市
ゆ
か
り
の

お
二
人
の
ご
活
躍
は
、
三
鷹
市

に
と
っ
て
大
い
な
る
誇
り
で
す
。

私
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
三

鷹
市
の
自
然
と
文
化
、
歴
史
を

大
切
に
し
、
参
加
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
つ
つ
、
市
民

と
し
て
誇
り
に
思
え
る
地
域
社

会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
お

二
人
の
名
誉
市
民
の
存
在
は
、

心
強
い
大
き
な
力
で
す
。

　

宮
﨑
駿
さ
ん
は
、
昭
和
16
年
東
京
府
生
ま
れ
。
昭
和
38
年
に
学
習
院
大
学
政
治

経
済
学
部
を
卒
業
後
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
世
界
に
入
り
、「
ア
ル
プ
ス
の
少

女
ハ
イ
ジ
」（
昭
和
49
年
）な
ど
の
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
や
、「
ル
パ
ン
三
世　

カ
リ
オ
ス

ト
ロ
の
城
」（
昭
和
54
年
）、「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」（
昭
和
59
年
）な
ど
の
映
画
作
品

を
手
掛
け
、
昭
和
60
年
に
は
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
の
設
立
に
参
加
。
そ
の
後
、「
天

空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
」（
昭
和
61
年
）、「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」（
昭
和
63
年
）、「
も
の
の
け

姫
」（
平
成
9
年
）、「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」（
平
成
13
年
）、「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」（
平
成
16
年
）、「
崖
の

上
の
ポ
ニ
ョ
」（
平
成
20
年
）な
ど
の
映
画
作
品
を
発
表
。「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」で
は
第
52
回
ベ
ル
リ

ン
国
際
映
画
祭
金
熊
賞
を
は
じ
め
、
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
や
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
な
ど
の
国
際
的

な
映
画
祭
で
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
個
人
と
し
て
も
第
62
回
ベ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
栄
誉
金
獅

子
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
に
は
、
企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
手
掛
け
た
三
鷹
市
立
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
美
術
館（
三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
）の
館
主
に
就
任
し
、
現
在
ま
で
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
三
鷹
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る「
Ｐ
ｏ
ｋ
ｉ（
ポ
キ
）」の
原
作
者
で
も
あ
り
ま
す
。

新
し
い
名
誉
市
民
の

誕
生
に
あ
た
っ
て

miyazaki hayao

　

古
在
由
秀
さ
ん
は
、
昭
和
３
年
東
京
府
生
ま
れ
。
昭
和
26
年
に
東
京
大
学
理
学

部
天
文
学
科
を
卒
業
後
、
米
国
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
天
文
台
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
天
文
台

研
究
員
を
経
て
、
昭
和
41
年
東
京
天
文
台
教
授
、
昭
和
56
年
に
は
東
京
天
文
台
長

に
就
任
さ
れ
、
昭
和
63
年
に
同
天
文
台
が
改
組
に
よ
り
自
然
科
学
機
構（
大
学
共
同

利
用
機
関
）国
立
天
文
台
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
初
代
国
立
天
文
台
長
と
な
ら
れ
、
平

成
6
年
3
月
ま
で
在
任
さ
れ
ま
し
た
。
天
体
力
学
に
関
す
る
論
文
を
数
多
く
手
掛

け
、
米
国
滞
在
時
に
著
し
た「
人
工
衛
星
の
運
動
に
及
ぼ
す
月
や
太
陽
の
影
響
」に
関
す
る
論
文
で
は
、

当
時
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ（
米
国
航
空
宇
宙
局
）の
計
算
結
果
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
、
人
工
衛
星
の
軌
道
計

算
法
を
確
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
惑
星
の
軌
道
に
関
す
る「
古
在
機
構
」の
発
見
者
と
し
て
も
知
ら
れ

る
ほ
か
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成
3
年
ま
で
は「
国
際
天
文
学
連
合
」と
い
う
国
際
的
な
天
文
学
会
の
会
長

を
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
務
め
る
な
ど
、
天
文
学
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
、
平
成
21
年
11
月
に

は
こ
う
し
た
業
績
を
讃
え「
文
化
功
労
者
」と
し
て
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
学
の
講
座
で
講
師
と
し
て
お
話
し
さ
れ
る
な
ど
、
天
文
学
を
身
近
に
す
る
た
め
に
ご
活
躍
で
す
。

kozai yoshihide

選挙管理委員会事務局☎内線3033

三
鷹
市
長　

清
原
慶
子

三
鷹
市
立
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
美
術
館

│
通
称：三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
│

館
主


